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　「3.11東日本大震災」をきっかけに、東北6県
と関西の人と地域がつながり、「希望・夢・愛」を
一人一人の思いや願いを束ね国内外へ発信しよ
うと、神戸在住の山之内理枝（現代美術作家）の
呼びかけで立ち上がった「めぶくアート展」。
KDA有志が実行委員会の要に就き、2011年11
月の第1回「秋田＋関西」に続き、2012年3月に
は「宮城県気仙沼＋秋田・関西＋NY」がニューヨ
ークのNPO法人JaNet会館と、気仙沼の復興屋
台村気仙沼横町店舗および気仙沼プラザホテル
（ロビー）で連続開催しました。気仙沼の展示に
はKDAから久谷政樹、大石義一、秋田から官能
右泰会員、賛助会員の北嶋正、森川恒、後藤博行
会員が協力しました。（出品者：久谷政樹、大石義
一、奈良磐雄、大野好之、藤原義明、官能右泰、
森川恒）
　第3回は仙台で開催を計画しているため、
2012年8月、KDA久谷、大石、川口、奈良の4名

「めぶくアートプロジェクト」
秋田に続き、気仙沼・NYで開催。

京都和文華の会主催
伝統音楽の魅力を探る・レクチャーコンサート　Vol.8

雅楽はおもしろい

「ぬくもり京都丹波」デザインアドバイス事業パートナーの一つ

「第三かめおか作業所」の製品が
「スィーツ甲子園」で「特別賞」受賞

http://www.kyoto-design.net/

《KDA協力》

　今回は、「京都デザイナーの未来 デザイナーと
企業の出会い」ということで、デザイナー側から
（株）グッドマン／裏具 代表取締役 大野好之氏
［アートディレクター］、（株）メディアホワイト 代表
取締役 藤原義明氏［グラフィックデザイナー・プ
ロデューサー］のお二人、企業側から（株）尚雅堂 
代表取締役 松尾安浩氏、（株）丸二 代表取締役 
西村和紀氏のお二人そして特別ゲストとして
2011京都デザイン賞から大賞受賞者の㈱七條
鮒定 専務取締役 木下敬晴氏と京都府知事賞受
賞の西陣田中伝 代表 田中慎一氏をお迎えして、
社団法人京都デザイン協会 副理事 大石義一氏
［京都造形芸術大学客員教授］の司会進行によっ
て、平成２４年２月１７日（金）の１５時からインタ
ーナショナルアカデミーの特別一般講座を提供し
ている旅館 銀閣の会場をお借りして開会させて
いただきました。
　本当の意味で政治・経済の戦後体制が終焉を

第３２回京都デザイン会議
「京都デザインナーの未来デザイナーと企業の出会い」を開催

専門分野 建築設計
プリヤデザイン一級建築士事務所　代表
専門分野　建築設計
1974年生まれ。
京都大学大学院工学研究科 建築学専攻
博士前期課程修了。

本年度から京都デザイン協会に入
会しました岡本一真です。五条大
橋の袂で建築設計事務所を営んで
おります。
以前より土居英夫理事からKDAの
活動をご紹介いただいておりまし
たが、2011年の京都デザイン賞入
賞をきっかけに入会いたしました。
KDAの活動を通して京都の文化や
デザインを学びながら、人々に感動
してもらえるような建築の実現を目
標として活動していきたいと思って
おります。
ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い
いたします。

正会員 
岡本 一真さん
一級建築士

新人さんいらっしゃいいらっしゃい

　京都和文華の会が主催する、「伝統
音楽の魅力を探る・レクチャーコンサー
ト」の第8弾として、「雅楽」のレクチャー
コンサート」が京都府立文化芸術会館
で行われました。KDA協力。雅楽の全
体を概観したのち、特に外来系の唐楽
に焦点をあて、それぞれの楽器がどのよ
うな個性を持ち、それらが組み合わされ
て合奏となると、どんな響きが紡ぎ出さ
れるのか、などが解説されました。

●平成24年12月11日（火）
●京都府立文化芸術会館

と、山之内理枝プロジェクトリーダーが仙台空港
で秋田の後藤会員と合流、会場候補の「東北電
力グリーンプラザ」を視察。車で気仙沼の復興
屋台村から気仙沼市内、陸前髙田周辺を訪
問、秋田へ回り「竿燈祭り」を官能会員のアレ
ンジで秋田市長と一緒に一等席から見学させ
ていただきました。

あけましておめでとうございます。
本年も変わらぬご愛顧、ご協力のほど
よろしくお願いいたします。2013

Happy New Year 

●日時＝平成24年2月17日（金）　●場所＝旅館 銀閣

デザイナーと企業の間の
新しい『芽生え』に期待。

向かえ、新しい体制（動き）に移行する過渡期の中
でデザイナーも企業も新しい価値観・方向性を模
索していますが、なかなか糸口を見つけられない
状態が続いています。景気が良い時は、デザイナ
ーと企業がどうあるべきか考えなくても、経済（仕
事）は動いていました。特に京都は中小企業が多
く、仕事の流れ（ヒエラルキー）が長い歴史の間に
確立されてきた経緯がありますが、近年のデフレ
によりその仕事の流れが壊れてしまい各自それぞ
れ高い技術を持っているにも関わらず、迷走して
いるのが今の京都の現実です。昔の「問屋がしっ
かりしていて、図案家から各職にわたる一つの流
れ」があった時代と違い、その流れが壊れている
今の状況では、図案家（デザイナー）と各職（中小
企業）を繋ぐものは何なのか？このような状況に
なってしまった今だからこそデザイナーも企業も
真剣に向き合う必要があるように思いますし、世
界の歴史から見ても、このような状況下に新しい

何かが生まれてくるのでしょう。
　今回の京都デザイン会議では、このことに焦点
を当て、それぞれの意見をぶつけ合った中から、新
しい動き（覚悟）が京都に芽生えてくることを願っ
ています。デザイナーと企業の出会いを作ったり
構築する意味でも（社）京都デザイン協会をはじ
めとする京都デザイン団体協議会が問屋に代わ
る新しい役割を担っていかなくてはならないとい
うか、担ってゆくべきだと思っています。そのような
意味でも今回のデザイン会議はパネラーや参加
者はもちろんのこと企画運営しています我々にも
多くの課題を与えてくれたものと再認識しており
ます。

当協会の藤原副理事長協力の「カッパの
おきみやげ」が特別賞を受賞しました。
第三かめおか作業所・日下部育子さん
から次のように喜びの声をいただきまし
た。『16事業所の製品は、どれも洗練さ
れたものばかり。そんななか、ナント、「カ
ッパのおきみやげ」は特別賞（グランプ
リ、準グランプリの次）をいただきました！！』




